
映
画「
峠 

最
後
の
サ
ム
ラ
イ
」製
作
支
援

只
見
町
で
没
し
た
河
井
継
之
助
が
映
画
化

▲河井継之助記念館に設置してある継之助像



― 
司
馬
遼
太
郎
「
峠
」
原
作

継
之
助
を
描
い
た
映
画 

―

　

戊
辰
戦
争
１
５
０
年
の
節
目
を

迎
え
た
昨
年
の
９
月
、
作
家
・
司

馬
遼
太
郎
氏
の
名
作
小
説
「
峠
」

が
初
め
て
映
画
化
さ
れ
る
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

た
だ

ゆ
き

た
か
し

作画
―

節
目
を

家
・
司

「
峠
」

発
表

ゆ
き

た
か
し

　

映
画
は
「
峠　

最
後
の
サ
ム
ラ

イ
」
と
題
し
、
１
５
０
年
前
の
戊

辰
戦
争
を
長
岡
藩
家
老
と
し
て
戦

い
、
只
見
の
地
で
没
し
た
河
井
継

之
助
を
主
人
公
に
描
い
た
作
品
で

す
。
最
後
ま
で
信
念
を
も
っ
て
激

動
の
幕
末
を
生
き
た
最
後
の
サ
ム

ラ
イ
・
継
之
助
役
を
演
じ
る
の
は

役
所
広
司
さ
ん
で
、
継
之
助
の
妻
・

お
す
が
役
に
松
た
か
子
さ
ん
、
長

岡
藩
老
公
（
前
藩
主
）・
牧
野
忠

恭
役
に
仲
代
達
矢
さ
ん
な
ど
豪
華

キ
ャ
ス
ト
が
出
演
し
ま
す
。
メ
ガ

ホ
ン
を
取
る
の
は
、
黒
澤
明
監
督

の
助
監
督
と
し
て
数
々
の
名
作
に

携
わ
り
、
初
監
督
作
品

「
雨
あ
が
る
」
で
日
本

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀

作
品
賞
を
受
賞
し
た
小

泉
堯
史
監
督
で
す
。
撮

影
は
長
岡
市
や
新
潟
市

な
ど
新
潟
県
内
を
中
心

に
、
９
月
か
ら
11
月
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
映

画
は
２
０
２
０
年
に
全

国
公
開
さ
れ
る
予
定
で

す
。

― 

映
画
応
援
組
織
を
発
足
し

約
80
万
円
の
協
賛
金
贈
る 

―

　

歴
史
ガ
イ
ド
や
観
光
団
体
な
ど

の
町
内
の
有
志
が
集
ま
り
「
奥
会

津
只
見　

継
之
助
会
」
を
結
成
し
、

映
画
「
峠　

最
後
の
サ
ム
ラ
イ
」

の
製
作
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
継
之

助
会
の
会
員
は
、
河
井
継
之
助
記

念
館
や
河
井
継
之
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
、
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
、

文
化
協
会
、
福
祉
関
係
者
な
ど
の

継
之
助
フ
ァ
ン
12
名
で
構
成
さ
れ
て

しる
―

体
な
ど

「
奥
会

成
し
、

ラ
イ
」

継
之

助
記

テ
ィ
ア

協
会
、

な
ど
の

さ
れ
て

お
り
、
長
岡
商
工
会
議
所
や
小
千

谷
商
工
会
議
所
な
ど
新
潟
県
内
の

５
団
体
で
つ
く
る
「
映
画
『
峠　

最
後
の
サ
ム
ラ
イ
』
製
作
支
援
の

会
」
に
参
画
し
、
11
月
14
〜
27
日

ま
で
の
期
間
、
町
内
を
中
心
に
協

賛
金
を
募
り
ま
し
た
。
町
民
や
事

業
所
な
ど
に
協
賛
を
呼
び
か
け
、

３
０
０
を
超
え
る
個
人
・
団
体
か

ら
80
万
９
千
３
百
円
の
協
賛
金
を

集
め
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
、
継
之
助
会
の
角
田

行
雄
会
長
な
ど
４

名
の
会
員
が
、
製

作
支
援
の
会
事
務

局
が
あ
る
新
潟
県

長
岡
市
の
長
岡
商

工
会
議
所
を
訪
れ
、

製
作
支
援
の
会
会

長
の
丸
山
智
会
頭

に
協
賛
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。
協
賛

金
は
映
画
製
作
会

社
の
松
竹
に
贈
ら

れ
、
製
作
や
宣
伝

に
活
用
さ
れ
る
予

定
で
す
。

- interview -

た
だ

井
継

品
で

て
激

サ
ム

の
は妻

・長
野
忠

豪
華

メ
ガ

監
督

作
に

作
品

日
本

優
秀

た
小撮

潟
市

中
心

月
ま映

に
全

定
で

の
町

津
只

映
画

の
製

助
会

念
館

の
会

文
化

継
之

- int　

映
画
「
峠　

最
後
の
サ
ム
ラ

イ
」
を
応
援
し
よ
う
と
始
ま
っ

た
こ
の
活
動
は
、
わ
ず
か
２
週

間
ほ
ど
の
間
に
多
く
の
皆
さ
ま

か
ら
沢
山
の
ご
協
賛
を
賜
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
感
謝
を
し
て

お
り
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

映
画
に
対
す
る
期
待
や
継
之
助

へ
の
関
心
の
高
さ
の
現
れ
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。短
い
期
間
で

の
支
援
活
動
で
あ
っ
た
た
め
、

協
賛
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
方
々
も
お
り
、

非
常
に
残
念
な
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ま
か
ら
集
ま
っ
た

協
賛
金
は
、
長
岡
商
工
会
議
所

に
し
っ
か
り
と
渡
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
映
画
の

完
成
披
露
試
写
会
の
誘
致
な
ど

に
向
け
て
努
力
し
、
こ
の
映
画

を
契
機
に
継
之
助
フ
ァ
ン
を
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

奥会津只見　継之助会
会長　角田 行雄

▲継之助が使用したガトリング砲の
　複製

▲河井継之助記念館に展示されている継之助の
　「終焉の間」

▲丸山会長（前列右）に寄付金を手渡す角田会長（前列中）と同
席した皆さん
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